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生きる 知る 

授業だけではわからない 

世の中で知っておきたいこと。 

ノンフィクションも含めて 

紹介します。 

生きるってどういうこと？将

来への期待と不安が入り交じ

る 1０代。さまざまな生き方

を描いた作品を紹介します。 

  

 
 

『虹色のチョーク』 

小松成美/著 幻冬舎 2017年 

ダストレスチョークやキットパス

という筆記具を製造している日本

理化学工業は、社員の７割が障がい

者といいます。経営者と、製造ライ

ンで働く知的障がいをもつ社員と

その家族への取材を通して、人間の

本質について考えさせられます。働

く幸せを実現した町工場の奇跡の

ノンフィクションです。 
 

 

『カレーライスを一から作る』 

前田亜紀/著 ポプラ社 2017年 

大学生がカレーライスを一から作

ることにチャレンジします。野菜、

スパイス、肉、米、塩、器もスプー

ンもすべて。９か月もかけて作った

カレーを食べた学生たちが、それぞ

れ気づいたことはどんなことだっ

たのでしょうか。同名の映画もあり

ますので、機会があれば映像も見て

みてください。 
『Ｑ→Ａ』 草野たき 講談社 2016年 

『クラスメイツ（前期・後期）』 森絵都 偕成社 2014年 

『こんとんじいちゃんの裏庭』  村上しいこ 小学館 2017年 

『さよなら、スパイダーマン』 アナベル・ピッチャー  偕成社 2017年 

『ジェリーフィッシュ・ノート』 アリ・ベンジャミン 講談社 2017年 

『ナビラとマララ』 宮田律 講談社 2017年 

『置かれた場所で咲きなさい』 渡辺和子 ポプラ社 2010年 

『本を読むわたし』 華恵 筑摩書房 2011年 

『サクラ咲く』 辻村深月 光文社 2012年 

『いのちのパレード』 八束澄子 講談社 2015年 

『小やぎのかんむり』 市川朔久子 講談社 2016年 

 

 『ちいさなちいさなベビー服』 八束澄子 新日本出版 2015年 

『空から宝ものが降ってきた！』 伊藤親臣 旬報社 2016年 

『紙つなげ！彼らが本の表紙を造っている』 佐々涼子 早川書房 2014年 

『ぼくらの民主主義なんだぜ』 高橋源一郎 朝日新聞出版 2015年 

『国境のない生き方』 ヤマザキマリ 小学館 2015年 

『車夫』 いとうみく 小峰書店 2015年 

『宇宙を仕事にしよう！』 村沢譲 河出書房新社 2016年 

『学校が教えないほんとうの政治の話』 斎藤美奈子 筑摩書房 2016年 

『モンスーンの贈りもの』 ミタリ・パーキンス 鈴木出版 2016年 

『特別授業 3.11 君たちはどう生きるか』 

 あさのあつこ・他 河出書房新社 2013年 

 

１０歳のジョージは体は男の子だ

けど心は女の子というトランスジ

ェンダーです。トランスジェンダー

の子どもの気持ちを、家族や親友が

受け入れていく様を、あたたかくユ

ーモアを交えて描いています。著者

もトランスジェンダーです。多くの

人に読んでほしい一冊です。 
ほかにも… 『ジョージと秘密のメリッサ』 

アレックス・ジーノ/作 島村浩子/訳 偕成社 2016年 

 

戦争で学校へ通えなかったおばあ

ちゃんの付き添いで、夜間中学の存

在を知った中一の優菜。そこに通う

年齢も国籍も異なる事情を抱えた

生徒たちを、素直な目でまっすぐ見

つめ、さまざまなことに気づき、考

えていくようになります。学校で学

ぶことや仲間について、視野が広が

ります。 
ほかにも… 

 
 

  
ティーンズコーナーでも

中高生向きのさまざまな

企画展示をしています。 

どんな本を選べばいいのか 

迷っているというときに、 

使ってみてください。 

心に響く本を選びました。 

 

2018.5発行 

ティーンズ・ブックガイド 

『夜間中学へようこそ』 

山本悦子/著 岩崎書店 2016年 



                             

                             

                             

 祖父を亡くした林太郎の前に、突

然現れたトラネコが言いました。

「お前の力を借りたい。」しゃべる

ネコに導かれて向かった先には、

歪んだ世界に囚われた人たちがい

ました。林太郎の武器は言葉だけ。

林太郎は囚われた人を解放し、本

を救うことができるのか。本をめ

ぐる冒険ファンタジーです。   

 

太良と甘楽は天狗が暮らす御招

山に捨てられていたところを保

護されて、面作師をしている男

に育てられました。面作師は普

通の面だけではなく、妖面とい

う、なりたい姿に変化できる面

も作っています。今日も２人の

もとに、噂を聞きつけた人が妖

面を買い求めにやって来ます。 
『一瞬の風になれ』 佐藤多佳子 講談社 2006年 

『昆虫部』 椙本孝思 幻冬舎 2010年 

『くちびるに歌を』 中田永一 小学館 2011年 

『船に乗れ！』 藤谷治 ポプラ社 2011年 

『向かい風で飛べ！』 乾ルカ 中央公論新社 2013年 

『ダッシュ！』 村上しいこ 講談社 2014年 

『ＡＢＣ！ 曙第二中学校放送部』 市川朔久子 講談社 2015年 

『春や春』 森谷明子 光文社 2015年 

『百年後、ぼくらはここにいないけど』 長江優子 講談社 2016年 

『フラダン』 古内一絵 小峰書店 2016年 

 
 

 

 

   中学２年生の凪人は、準優勝ばか

りの羽野さんに頼まれて、バドミ

ントン部のマネージャーをする

ことになってしまいました。凪人

には、体が弱く思うようにプレイ

ができなくて、バドミントンを諦

めた過去がありました。凪人は、

バドミントンにもう一度向き合

うことができるのでしょうか。 
美由は、中学時代に吹奏楽部を途

中で退部後、高校では入部しない

つもりでした。しかし、入学後に

新しい友だちや先輩に出会って、

美由の考え方も変わり、再び入部

することになりました。吹奏楽を

通して、成長していく美由に共感

できる物語です。 
ほかにも… 

ＳＦ・冒険・ミステリー。 

どきどきわくわくしてみませんか。 

シリーズになっているものもあります。 

 

 運動部、文化部、それぞれの物語。 

ここで紹介するのは、共通の話題に

なってほしい本たちです。 

長い物語は苦手でも、続きが 

楽しみになる作品もあります。 

読み継がれている本を紹介します。 

 

『星の王子さま』 サン＝テグジュペリ 岩波書店 1983年 

『精霊の守り人』 上橋菜穂子 偕成社 1996年 

『西の魔女が死んだ』 梨木香歩 新潮社 2001年 

『しゃばけ』 畠中恵 新潮社 2001年 

『デルトラ・クエスト 沈黙の森』 エミリー・ロッダ 岩崎書店 2002年 

『都会のトム＆ソーヤ』 はやみねかおる 講談社 2003年 

『いのちのおはなし』 日野原重明 講談社 2007年 

『ぼくらの七日間戦争』 宗田理 ポプラ 2007年 

『よろこびの歌』 宮下奈都 実業之日本社 2009年 

『君たちはどう生きるか』 吉野源三郎 ポプラ社 2011年 

 

 

ファン

タジー 

ほかにも… 

 

『どろぼうの神さま』 コルネーリア・フンケ WAVE出版 2002年 

『ＮＯ．６』 あさのあつこ 講談社 2003年 

『ヤマダさんの庭』 岡田淳 ＢＬ出版 2004年 

『凍りのくじら』 辻村深月 講談社 2005年 

『チョコレート工場の秘密』 ロアルド・ダール 評論社  2005年 

『放課後はミステリーとともに』 東川篤哉 実業之日本社 2011年 

『完全なる首長竜の日』 乾緑郎 宝島社 2011年 

『櫻子さんの足下には死体が埋まっている』 太田紫織 角川書店 2013年 

『酒天童子』 竹下文子 偕成社  2015年 

『怪獣の夏はるかな星へ』 小路幸也 筑摩書房 2016年  

貴子の学校で毎年行われる“歩行

祭”―「ただ歩く、それだけのこと

がどうしてこんなに特別なんだろ

う」友人の言葉と密かな決意を胸に

高校最後の「歩行祭」に挑む貴子と、

貴子を強く意識しながら一度も話

したことがないクラスメイトの融

が、自分と向き合い葛藤する姿を描

いた青春小説です。 
「せいたかさん」は、小学生のときに

小さな空き地を見つけます。だれも知

らない自分だけの場所。そこは、居心

地がいいだけでなく、小人が住んでい

るという言い伝えのある場所でした。

これは、子どものときの秘密を守り続

けてとうとう小人に出会った男の子

の物語です。 
ほかにも… 

『本を守ろうとする猫の話』 

夏川草介／著 小学館 2017年 

『マイナス・ヒーロー』 

落合由佳／著 講談社 2017年 

『だれも知らない小さな国』 

佐藤さとる／作 村上勉／絵 講談社 1985年 

ロング 

ヒット 

部活動 

 

 

『お面屋たまよし』 

石川宏千花／著 平沢下戸／画 

講談社 2012年 

『夜のピクニック』 

恩田陸／著 新潮社 2004年 『アレグロ・ラガッツァ』 

あさのあつこ／著 朝日新聞出版局 2016年 


